
◎今後予定のイベント
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東秩父村和紙の里　 82－1468

・山野草展
　９月２５日（土）～２６日（日）

　会　場　ギャラリー１階

　主　催　東秩父盆栽会

・東秩父写友会 作品展
　１０月９日（土）～１１日（月・祝） 

　会　場　ギャラリー１階

　主　催　東秩父写友会

　今年は国民読書年です。読みたい本のリクエストも
できますのでご利用ください。

～ 今月のおすすめ図書 ～

「チームふたり」  
　　　吉野　万里子 著  （株）学 研 

　主人公の大地は、東小６年生。卓球
部のキャプテンだ。３ヶ月後の引退試
合では、シングル・ダブルスともにベ
スト８に入り県大会に出場したいと思
っていた。しかし、チームを組むこと
になったのは、まだ５年生の純だった。
　卓球・引退試合、キャプテン…大切
なものを失ってしまうかもしれないと
不安になる大地。彼は、この困難を乗
り越えることができるのか？大地がみつけたチームの形と
は…。ぜひ、小中学生に読んでほしい一冊です。
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